
連携・協働による金融市場の活性化・安定化

　他の金融機関や事業会社の皆様との連携・協働を重視し、適切なパートナーシップを組むことで、特色ある 
ソリューションを提供します。

 資金の調達と運用
  国内外の機関投資家や金融機関の
皆様からの資金の調達や運用受託と
いった様 な々形で資金を受け入れ、国
内外の産業・インフラ分野のお客様に
対してリスクマネーを供給します。

 ナレッジの提供
  産業・インフラ分野における経験に裏
づけられた調査や審査、リスク分析や
ストラクチャリングなど、ナレッジ面で
の貢献をあわせて付加価値を創造し
ます。

 危機対応業務及び特定投資業務
  DBJ法に定められた業務であり、

DBJグループを特徴づける業務として、
引き続き適切な運営を行います。

　DBJグループの投融資残高（約17.0兆円）のうち、有事にお
ける危機対応融資（P38～39参照）、案件のリスク特性に応じ
たプロジェクトファイナンス等の融資業務（約14.5兆円）に加
え、投資・メザニンローン等のリスクマネー供給業務（約2.5兆
円）を行うなど、特定投資業務（P36～37参照）を含め多様な
リスクに応える業務を実施しております。
　また、地域金融機関など投資家のお客様の資金運用ニーズ
に応えるため、DBJアセットマネジメント（株）（DBJAM）にて

約2.1兆円の資金をお預かりし、グループの強みを活かした特
色ある資産を中心に資産運用業務を行っています。DBJAM

の預かり資産を合わせ、DBJグループ全体では、約4.6兆円の
リスクマネーを取り扱っており、今後もお客様の多様なニーズ
に応えるべく、リスクマネー供給業務を強化してまいります。

メザニンローン
0.8兆円※2

投資
1.7兆円

DBJAM（AUM）
2.1兆円※1

融資
14.5兆円

（危機対応、ストラクチャードファイナンス／アセットファイナンス案件を含む）

※1 DBJAMの預かり資産残高（AUM：Asset Under Management）からDBJ一任分を相殺消去
※2 メザニンローンのうち危機対応案件、ストラクチャードファイナンス案件との重複分については相殺消去
※3 2022年3月末時点
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